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一
、
日
本
伝
存
『
白
氏
文
集
』
諸
本
の
価
値

　

日
本
に
伝
わ
る
白
居
易
『
白は
く

氏し

文ぶ
ん
し
ゅ
う集』
の
う
ち
、
文
学
研
究
の
上
で
特
に
重
要
な
書
籍
に
次
の
三
種
が
あ
る
。

　

第
一
は
、
十
七
世
紀
江
戸
初
期
の
那な

波ば

道ど
う
え
ん円
（
一
五
九
五
〜
一
六
四
八
）
刊
本（
１
）。
該
書
は
、
当
時
朝
鮮
半
島
よ
り
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
版

本
を
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
全
七
十
一
巻
各
巻
の
配
列
が
長
慶
末
年
（
八
二
四
）
を
以
て
画
期
と
す
る
「
前
集
後
集
本
」
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
中
国
で
一
般
に
通
行
し
て
い
る
「
前
詩
後
筆
本
」
と
は
個
々
の
巻
子
の
順
序
が
異
な
る
（
特
に
第
二
十
一
巻
以

降
）。
し
か
し
、
日
本
の
多
く
の
白
居
易
研
究
者
は
、
各
作
品
の
本
文
は
通
行
諸
本
を
参
照
す
る
が
、
論
文
執
筆
の
際
に
用
い
る
『
白
氏

文
集
』
の
巻
数
表
示
は
、
こ
の
那
波
本
に
従
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
那
波
本
の
順
序
こ
そ
が
白
氏
自
編
の

原
型
に
近
い
た
め
な
の
だ
が
、
さ
ら
に
白
居
易
自
身
、
特
に
晩
年
の
作
品
は
、
な
る
べ
く
自
己
の
年
齢
と
同
数
の
巻
に
収
め
よ
う
と
し

て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
に
引
用
す
る
『
六
十
六
』
及
び
『
感
事
』
と
題
す
る
詩
は
、
那
波
本
で
は
正
し
く
「
第
六
十
六

巻
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
通
行
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
白
居
易
集
箋
校
』
お
よ
び
中
華
書
局
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
等（
２
））
で
は

「
第
三
十
三
巻
」
に
配
列
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
花
房
氏
作
品
番
号
三
三
〇
四
・
三
三
一
六
）。

　
　
　

六
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
居
易

　
　

七
十
欠
四
歳　

此
生
那
足
論　
　

七
十
に
四
歳
を
欠
く
、
此
の
生　

那な

ん
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
。
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健

日
本
・
尊
円
親
王
筆
『
長
恨
歌
』
の
本
文
に
つ
い
て



　
　

毎
因
悲
物
故　

還
且
喜
身
存　
　

毎つ
ね

に
物
故
を
悲
し
む
に
因
り
て
、
還か
へ

っ
て
且し
ば

ら
く
身
の
存
す
る
を
喜
ぶ
の
み
。

　
　

安
得
頭
長
黑　

爭
教
眼
不
昏　
　

安い
づ
くん
ぞ
頭か
う
べの
長
く
黒
き
を
得
ん
、
争い
か

で
か
眼ま
な
こを
し
て
昏く
ら

か
ら
ざ
ら
し
め
ん
。

　
　

交
游
成
拱
木　

婢
僕
見
曾
孫　
　

交と

游も

は
拱は
か
の
し
た木と

成
り
、
婢め
し
つ
か
ひ僕に
は
曽
孫
を
見
ゆ
。

　
　

痩
覺
腰
金
重　

衰
憐
鬢
雪
繁　
　

痩
せ
て
は
覚
ゆ　

腰
金
の
重
き
を
、
衰
へ
て
は
憐
れ
む　

鬢
雪
の
繁し
げ

き
を
。

　
　

將
何
理
老
病　

應
付
與
空
門　
　

何
を
将も
つ

て
か
老
病
を
理を
さ

め
ん
、
応ま
さ

に
空
ほ
と
け
の
み
ち
門
に
付
与
す
べ
し
。

　
　
　

感　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
に
感
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
居
易

　
　

服
氣
崔
常
侍　

燒
丹
鄭
舎
人　
　

気
を
服ふ
く

す　

崔さ
い
じ
ょ
う
じ

常
侍
（
崔
玄
亮
）、
丹
を
焼た

く　

鄭て
い
し
ゃ
じ
ん

舎
人
（
鄭
居
中
）。

　
　

常
期
生
羽
翼　

那
忽
化
灰
塵　
　

常
に
羽
翼
の
生は

え
ん
こ
と
を
期
せ
し
も
、
那な

ん
ぞ
忽た
ち
まち
灰
塵
に
化く
わ

し
た
り
。

　
　

毎
遇
淒
涼
事　

還
思
潦
倒
身　
　

淒
涼
た
る
事し
ら
せに

遇
ふ
毎ご
と

に
、
還
っ
て
思
ふ
は　

わ
が
潦
倒
の
身
。

　
　

唯
知
趁
盃
酒　

不
解
錬
金
銀　
　

唯
だ
知
る
は
盃
酒
を
趁お

ふ
の
み
に
し
て
、
金
銀
を
錬ね

る
を
解
せ
ず
。

　
　

睡
適
三
尸
性　

慵
安
五
藏
神　
　

睡ね
む
りは
適か
な

ふ　

三
尸
の
性
、
慵
も
の
ぐ
さは
安
ん
ず　

五
蔵
（
臓
）
の
神
。

　
　

無
憂
亦
無
喜　

六
十
六
年
春　
　

憂う
れ

ひ
無
く
亦
た
喜よ
ろ
こび
も
無
し
、
六
十
六
年
の
春
。

　

こ
の
二
首
の
作
品
が
「
第
六
十
六
巻
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
第
三
十
三
巻
」
で
も
よ
い
の
か
。
こ
の
違
い
を
軽
忽
視
す
る
こ
と
は

白
居
易
の
文
学
生
活
の
何
か
重
要
な
点
を
見
過
ご
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
那
波
本
は
、
単
に
複
数
種
あ
る
『
白
氏
文

集
』
中
の
一
本
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
研
究
上
そ
の
最
も
基
本
と
な
る
版
本
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
那
波
本
所
収
の
各
作
品
の

字
句
は
、
あ
ま
り
良
質
な
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
南
宋
時
代
後
半
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
て
い
る
所
為
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
五
年
に
北
京
の
文
学
古
籍
刊
行
社
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
た
南
宋
初
期
紹
興
年
間
の
刻
本
（
い
わ
ゆ
る
紹
興
本
）
に
比
べ
る
と
、

大
凡
の
傾
向
と
し
て
、
そ
の
本
文
は
後
者
の
紹
興
本
が
優
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
特
筆
す
べ
き
『
白
氏
文
集
』
の
第
二
は
「
金か
な
ざ
わ沢

文ぶ
ん

庫こ

旧
蔵
本
」
で
あ
る
。
現
在
は
同
文
庫
か
ら
流
出
し
、
巻
３
・
巻
４
（
こ

の
二
巻
は
江
戸
時
代
の
補
写
）
・
巻
６
・
巻
９
・
巻
12
・
巻
17
・
巻
21
・
巻
22
・
巻
24
・
巻
28
・
巻
31
・
巻
38
・
巻
39
・
巻
41
・
巻
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47
・
巻
52
・
巻
54
・
巻
62
・
巻
63
・
巻
65
・
巻
68
の
二
十
一
巻
が
東
京
の
大
東
急
記
念
文
庫
（
五
島
美
術
館
内
、
五
島
慶
太
が
創
設
）

に
存
し
、
巻
８
・
巻
14
・
巻
35
・
巻
49
・
巻
59
の
五
巻
が
千
葉
県
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
、
更
に
巻
33
の
一
巻
が
奈
良
県
の
天
理

大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
巻
の
順
序
は
全
て
前
集
後
集
本
系
統（
３
））。
こ
れ
ら
は
一
括
し
て
今
も
「
金
沢
文
庫
本
白
氏
文

集
」
と
称
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
（
一
部
平
安
後
期
の
古
写
本
も
含
む
）
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
末
に
記
さ
れ
た
「
奥お
く

書が
き

」

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
原
本
が
、
平
安
時
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
唐
代
の
鈔
本
や
、
北
宋
時
代
の
印
刷
本
（
こ
れ
を
当
時
の
人
々

は
摺す
り

本ほ
ん

あ
る
い
は
唐と
う

本ほ
ん

と
称
し
た
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
現
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
第
十
二
巻
」
巻
末
の
奥
書
部
分
を
挙
げ
よ
う
（
数
字
①
〜
④
は
筆
者
）。

　
　

①
會
昌
四
年
□
□
十
四
日
（
等
鴈
惠
白
）

　
　

②
寛
喜
三
年
三
月
三
日
書
寫
了　

寂
有　

唯
寂
房
書
寫
之

　
　
　
　
　
　
　

同
月
中
旬
校
合
移
點
了　

右
金
吾
校
尉
豐
奉
重

　
　

③
嘉
禎
二
年
三
月
十
一
目
以
唐
本
聊
比
校
之
了

　
　

④
建
長
四
年
正
月
一
日
傳
下
貴
所
御
本
校
合
又
畢

　

こ
の
巻
子
は
、
②
日
本
の
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
僧
寂じ
ゃ
く
ゆ
う有（

唯ゆ
い
じ
ゃ
く
ぼ
う

寂
房
）
や
豊と
よ
は
ら原

奉と
も
し
げ重
ら
に
よ
っ
て
筆
写
校
勘
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ

の
原
拠
は
①
唐
の
会
昌
四
年
（
八
四
四
）
す
な
わ
ち
白
氏
存
命
中
に
日
本
の
留
学
僧
慧え

萼が
く

が
筆
写
し
た
も
の
（
あ
る
い
は
そ
の
再
転
写
本
）

を
底
本
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
③
日
本
の
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
は
「
唐
本
」
に
よ
っ
て
第
二
次
の
校
勘
が
施
さ
れ
る
。
ち
な
み

に
こ
こ
に
い
う
「
唐
本
」
と
は
王
朝
名
の
唐
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
人
が
中
国
を
指
し
て
い
う
〝
雅
称
〞
で
あ
っ
て
、
時
代
は
す
で

に
南
宋
で
あ
る
（
た
だ
し
こ
こ
に
見
え
る
刊
本
は
或
い
は
北
宋
期
の
可
能
性
が
あ
る
）。
そ
し
て
更
に
貴
重
で
あ
る
の
は
、
④
第
三
次
の

校
勘
で
あ
る
。
日
本
の
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
の
は
「
傳
下
貴
所
御
本
（
伝
え
下
さ
れ
し
貴
か
し
こ
ど
こ
ろ
所
の
御
本
）」
と
あ

り
、
京
都
の
天
皇
家
あ
る
い
は
そ
れ
に
極
め
て
近
い
筋
の
親
王
家
に
伝
来
し
て
い
た
古
書
（
お
そ
ら
く
九
〜
一
〇
世
紀
の
写
本
）
で
あ

る
。「
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
」
は
、
紙
墨
の
実
質
年
代
と
し
て
は
中
国
の
南
宋
末
年
に
相
当
す
る
が
、
そ
の
本
文
の
価
値
は
唐
代
に
ま
で
遡
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り
得
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
第
三
の
貴
重
な
『
白
氏
文
集
』
は
一
般
に
神
田
本
と
通
称
さ
れ
る
巻
子
本
で
あ
る（

４
）。
こ
れ
は
『
白
氏
文
集
』
巻
３
・
巻
４
の
二

巻
、
す
な
わ
ち
「
新
楽
府
五
十
首
」
の
み
を
抄
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
呼
称
は
、
こ
の
巻
子
の
最
終
的
な
所
蔵
者
で
あ
る
歴
史
学
者
神

田
喜
一
郎
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
四
）
の
名
前
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
神
田
氏
が
か
つ
て
館
長
を
務
め
て
い
た
京
都
国
立
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
京
都
国
立
博
物
館
Ｈ
Ｐ
の
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
「
白
氏
文
集
」
と
し
て
公
開
）。

　

こ
の
本
は
平
安
時
代
後
期
、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
、
書
写
者
は
藤
原
知と
も
あ
き
ら明（

後
に
茂し
げ
あ
き
ら明と

改
名
）
で
あ

る
。
平
安
の
知
識
人
た
ち
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
『
白
氏
文
集
』
を
読
ん
で
い
た
か
が
わ
か
る
貴
重
な
巻
子
で
あ
る（

５
）。
こ
れ
ら
日
本
の

旧
鈔
本
が
間
違
い
な
く
唐
代
の
遺
風
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
日
本
の
太
田
次
男
博
士
ら
の
詳
細
な
研
究
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
今
そ
の
一
端
を
示
す
な
ら
ば
、
新
楽
府
其
九
『
新
豊
折
臂
翁
』
の
異
同
例
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
。
す
な

わ
ち
『
新
豊
折
臂
翁
』
第
七
句
か
ら
第
十
句
を
神
田
本
で
は
以
下
の
よ
う
に
作
る
（
傍
線
は
筆
者
、
以
下
も
同
じ
）。

　
　

翁
云
貫
屬
新
豐
縣
、
生
逢
聖
代
無
征
戰
。
唯
聽
驪
宮
歌
吹
聲
、
不
識
旗
槍
與
弓
箭（
６
）。

　

通
行
本
で
は
傍
線
部
第
九
句
を
「
慣
聽
梨
園
歌
管
聲
（
慣
れ
聴
く
梨
園
の
歌
管
の
声
）」
に
作
る
。「
歌
管
」
と
「
歌
吹
」
と
は
ほ
ぼ

同
じ
意
と
見
て
も
、「
梨
園
」
と
「
驪
宮
（
驪
山
宮
）」
と
は
か
な
り
異
な
る
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
唯
聽
驪
宮
歌
吹
聲
」
の
本

文
は
日
本
の
神
田
本
の
み
が
唯
一
な
の
で
は
な
く
、
北
宋
初
期
の
『
文
苑
英
華
』（
巻
三
三
三
）
所
収
の
本
文
、
台
湾
に
伝
わ
る
北
宋
刊

『
白
氏
諷
諫
』
本（
７
）、
そ
し
て
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
『
白
氏
詩
集
残
巻（
８
）』
に
一
致
し
、
こ
の
本
文
が
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
時
期
、
日

本
の
み
な
ら
ず
中
国
本
土
で
も
広
く
読
ま
れ
て
い
た
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。「
梨
園
」
が
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
「
驪
宮
」
が

よ
い
か
。
そ
の
最
終
判
断
は
後
世
の
研
究
を
俟
つ
べ
き
だ
が
、
筆
者
は
『
長
恨
歌
』
の
「
驪
宮
高
き
処　

青
雲
に
入
り
、
仙
楽　

風
に

飄
へ
り
て
処
処
に
聞
こ
ゆ
」
の
場
面
を
踏
ま
え
、「
驪
宮
」
に
作
る
こ
の
神
田
本
の
本
文
に
左
袒
し
た
い
。

　

な
お
『
新
豊
折
臂
翁
』
詩
に
は
他
に
も
興
味
深
い
異
同
が
あ
る
。
神
田
本
と
敦
煌
本
の
第
二
十
七
句
か
ら
第
三
十
句
に
、
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張
弓
簸
旗
倶
不
堪
、
從
茲
始
免
征
雲
南
。
且
圖
揀
退
歸
郷
土
、
骨
碎
筋
傷
非
不
苦（

９
）。

と
あ
る
。
こ
れ
を
通
行
本
は
傍
線
部
第
二
十
九
・
第
三
十
句
を
乙
し
、

　
　

張
弓
簸
旗
倶
不
堪
、
從
茲
始
免
征
雲
南
。
骨
碎
筋
傷
非
不
苦
、
且
圖
揀
退
歸
郷
土
。

に
作
る
（
た
だ
し
こ
こ
で
は
文
苑
英
華
本
も
通
行
本
に
同
じ
）。
こ
の
乙
倒
す
る
本
文
は
清
代
の
盧
文
弨
『
群
書
拾
補
』
が
引
く
明
代
正

徳
年
間
の
海
寧
衛
指
揮
厳
震
克
承
本
に
も
見
え
る
と
あ
り
、
や
は
り
一
定
の
価
値
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
伝

存
す
る
旧
鈔
本
『
白
氏
文
集
』（
金
沢
文
庫
本
、
神
田
本
等
）
は
、
通
行
本
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
る
貴
重
な
文
献
資
料
な
の
で
あ

る
。
こ
の
他
に
も
「
管
見
抄
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
な
ど
特
記
す
べ
き
『
白
氏
文
集
』
の
旧
鈔
本
が
幾
つ
か
存
す
る
が
、

次
章
に
お
い
て
個
別
の
具
体
例
と
と
も
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
尊
円
親
王
筆
「
長
恨
歌
」
の
発
見

　

さ
て
、
日
本
の
旧
鈔
本
を
用
い
て
白
居
易
の
作
品
を
読
む
と
、
そ
の
本
文
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。
以
下
本
稿
は
『
長

恨
歌
』
を
例
と
し
て
挙
げ
る
。『
長
恨
歌
』
の
場
合
、
日
本
に
は
単
行
の
筆
写
本
を
含
め
る
と
極
め
て
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
残
さ
れ
て
い

る（
（（
（

が
、
特
に
こ
こ
で
は
上
述
の
「
金
沢
文
庫
本
」（
一
二
三
一
年
抄
写
。
以
下
、
金
沢
本
と
略
称
）
と
、
同
じ
く
日
本
鎌
倉
時
代
に
筆
写
さ

れ
た
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
管
見
抄
」（
一
二
五
九
年
原
抄
、
一
二
九
五
年
重
抄
）、
そ
し
て
昨
二
〇
〇
九
年
東
京
の
古
書
店
よ
り
発
見

さ
れ
た
室
町
初
期
の
尊そ
ん
え
ん円
親し
ん
の
う王
（
一
二
九
八
〜
一
三
五
六
）
の
書
写
し
た
法
帖
（
以
下
、
尊
円
本
と
称
す
）
を
中
心
に
筆
者
の
考
察
を
展
開
し

た
い
。
な
お
主
な
字
句
異
同
の
箇
所
を
以
下
（
Ａ
）
か
ら
（
Ｈ
）
の
八
場
面
に
分
け
て
論
述
す
る
。

（
Ａ
）「
楊
家
有
女
初
長
成
、
養
在
深
窓
人
未
識（

（（
（

。」
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通
行
本
長
恨
歌
で
は
「
養
在
深
閨
人
未
識
」
に
作
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
旧
鈔
本
で
あ
る
上
述
の
三
本
は
全
て
「
深
窓
」
に

作
る
。
実
は
現
在
の
日
本
語
の
慣
用
句
の
中
に
高
貴
な
家
庭
に
育
っ
た
美
少
女
を
指
し
て
「
深
窓
の
令
嬢
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

同
様
の
語
彙
と
し
て
「
深
閨
の
令
嬢
」
と
い
う
表
現
は
馴
染
み
が
薄
い（

（（
（

。
こ
の
旧
鈔
本
系
統
の
文
本
が
日
本
で
如
何
に
人
口
に
膾
炙
し

て
い
た
か
を
示
す
例
で
あ
る
。
な
お
金
沢
本
で
は
「
窓
」
字
の
右
脇
に
「
閨
摺
本
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
見
え
る
。
一
二
三
六
年
の
校

勘
に
使
用
さ
れ
た
宋
刊
本
で
は
既
に
「
深
閨
」
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
か
ら
新
た
に
伝
来
し
た
「
刊
本
」
を
手
に
し
な

が
ら
、
即
座
に
そ
れ
に
従
わ
な
い
の
が
こ
の
当
時
の
日
本
の
校
勘
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
刊
本
系
統
の
本
文
を
中
心
と
す
る
中
国
（
朝

鮮
半
島
も
同
様
）
と
、
な
お
も
旧
鈔
本
本
文
を
墨
守
し
よ
う
と
す
る
日
本
と
の
本
文
校
勘
上
の
顕
著
な
分
岐
点
が
あ
る（

（（
（

。

（
Ｂ
）「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然
、
秋
燈
挑
盡
未
能
眠
。
遲
々
鐘
漏
初
長
夜
、
耿
々
星
河
欲
曙
天（

（（
（

。」

　

通
行
本
長
恨
歌
は
「
秋
灯
」
を
「
孤
灯
」
に
、「
未
能
眠
」
を
「
未
成
眠
」
に
、
そ
し
て
「
鐘
漏
」
を
「
鐘
鼓
」
に
作
る
箇
所
で
あ

る
。
し
か
し
中
国
の
諸
本
の
中
で
も
文
苑
英
華
本
（
巻
三
四
六
所
収
）
が
日
本
旧
鈔
本
の
本
文
を
支
持
す
る
。
す
な
わ
ち
第
二
句
を
「
秋

（
一
作
孤
）
灯
挑
尽
未
成
眠
」
と
し
、
第
三
句
は
ま
さ
し
く
「
遅
々
鍾
漏
初
長
夜
」
に
作
る
の
で
あ
る
（
鍾
は
鐘
字
に
同
じ
）。
筆
者
は
何
の
根

拠
も
無
く
日
本
旧
鈔
本
を
是
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
伝
来
の
系
統
を
異
に
す
る
他
の
地
域
の
諸
本
に
少
し
で
も
一
致
す

る
本
文
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
そ
の
異
文
の
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
後
半
二
句
は
藤
原
公
任

（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）
撰
『
和
漢
朗
詠
集
』（
秋
夜（

（（
（

）
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
「
鐘
漏
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
Ｃ
）「
鴛
鴦
瓦
冷
霜
花
重
、
舊
枕
故
衾
誰
與
共（

（（
（

。」

　

こ
こ
は
通
行
本
は
「
鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重
、
翡
翠
衾
寒
誰
與
共
」
で
あ
り
、
大
き
く
字
句
が
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も

文
苑
英
華
本
が
日
本
旧
鈔
本
に
一
致
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
面
白
い
の
は
日
本
十
一
世
紀
の
長
編
小
説
『
源
氏
物
語
』（
葵
巻
）
に
こ
の
一
句

が
引
用
さ
れ
、
ま
さ
し
く
「
旧ふ
る

き
枕　

故ふ
る

き
衾ふ
す
ま　

誰
と
と
も
に
か
」
と
見
え
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
和
語
で
書
か
れ
た
文
学
作
品
も
、

時
に
は
古
い
テ
キ
ス
ト
を
保
存
す
る
こ
と
に
大
き
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
「
旧
枕
故
衾
…
」
と
い
う
表
現
は
、
往

時
の
楊
貴
妃
の
〝
体
温
〞
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
些
か
官
能
的
な
表
現
で
も
あ
る
。
文
学
作
品
の
異
同
と
は
、
概
し
て
筆
写
や
印
刷
の
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過
程
で
起
こ
る
偶
発
的
な
錯
誤
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
異
同
に
関
し
て
は
、
後
世
の
中
国
、
特
に
宋
代
の
知
識

人
士
た
ち
に
よ
る
意
図
的
（
教
育
的
）
な
忌
避
、
改
竄
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
Ｄ
）「
行
宮
見
月
傷
心
色
、
夜
雨
聞
猿
斷
腸
聲（

（（
（

。」

　

こ
の
部
分
は
通
行
本
お
よ
び
中
国
の
全
て
の
刊
本
が
「
夜
雨
聞
鈴
腸
断
声
」
に
作
る
た
め
、
あ
る
い
は
旧
鈔
本
系
統
の
本
文
を
認
め

ぬ
と
す
る
意
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
、
中
国
に
は
有
名
な
詞
牌
「
雨
霖
鈴
」
も
あ
り
、
明
ら
か
に
長
恨
歌
の
こ
の
詩
句
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
現
在
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
本
・
狩
野
山
雪
（
一
五
八
九
〜
一
六
五
一
）
が
描
い
た
『
長
恨
歌

画
巻
』
に
は
、
玄
宗
が
蜀
に
あ
っ
て
行
宮
の
一
室
よ
り
崖
上
の
〝
猿
〞
を
眺
め
や
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る（

（（
（

。
約
一
二
〇
〇
年
の
流
伝
の

結
果
と
し
て
、
幾
つ
か
の
本
文
異
同
に
も
、
す
で
に
容
易
に
は
拭
い
去
る
こ
と
の
出
来
ぬ
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

例
え
ば
陶
淵
明
の
飲
酒
（
其
五
）
詩
の
「
悠
然
見
南
山
（
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
）」
句
は
、
一
説
に
は
蘇
東
坡
以
降
の
伝
承
で

あ
っ
て
、
古
く
は
「
忽
然
望
南
山
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
た
と
え
最
終
的
に
そ
の
説
が
立
証
さ
れ
た
と
し
て
も
、
私

た
ち
は
、
今
と
な
っ
て
は
両
者
を
併
記
し
て
こ
の
詩
句
を
読
み
続
け
る
ほ
か
は
無
い
。
我
々
は
陶
淵
明
の
後
輩
で
あ
る
と
と
も
に
、
蘇

東
坡
の
後
輩
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
筆
者
は
、
こ
の
「
聞
猿
」「
聞
鈴
」
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
性
急
に
い
ず
れ
か
を
是
と

し
、
い
ず
れ
か
を
廃
す
る
考
え
方
を
取
ら
ず
、
中
国
刊
本
系
統
の
本
文
（
聞
鈴
）
と
、
日
本
中
世
の
旧
鈔
本
系
統
の
本
文
（
聞
猿
）
と

し
て
、
双
方
の
本
文
を
併
記
す
る
方
式
を
採
り
た
い
。
読
者
が
「
中
国
文
学
」
と
し
て
こ
の
作
品
を
読
む
場
合
は
「
聞
鈴
」
が
宜
し
い

が
、
も
し
『
源
氏
物
語
』
な
ど
日
本
古
典
と
の
関
係
を
重
視
し
て
読
む
場
合
、
そ
の
本
文
は
「
聞
猿
」
を
採
る
べ
き
で
あ
る
た
め
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
提
示
し
た
（
Ａ
）
〜
（
Ｃ
）
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

三
、
第
三
の
本
文
、
尊
円
本
「
長
恨
歌
」

　

前
章
で
は
都
合
四
つ
の
異
同
の
例
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
刊
本
系
の
本
文
と
、
日
本
中
世
に
残
さ
れ
た
旧
鈔
本
系
の
本
文
と
が
、
す
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で
に
十
分
な
歴
史
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
に
重
要
な
影
響
を
残
し
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
し
か
し
以
下

（
Ｅ
）
〜
（
Ｈ
）
の
例
で
は
、
こ
の
尊
円
本
『
長
恨
歌
』
の
本
文
が
、
他
の
日
本
国
内
の
旧
鈔
本
の
本
文
（
こ
こ
で
は
金
沢
本
を
中
心
と

す
る
）
と
も
大
き
な
な
差
異
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。
話
柄
が
多
少
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
諒
恕
さ
れ
た
い
。

（
Ｅ
）「
芙
蓉
如
面
柳
如
眉
、
對
此
如
何
不
涙
垂
（
金
沢
本
原
抄
作
對
此
如
何
…
、
芙
蓉
如
面
…
）（

（（
（

。」

　

こ
の
二
句
の
場
合
、
金
沢
本
原
抄
お
よ
び
管
見
抄
の
本
文
が
「
對
此
…
、
芙
蓉
…
」
の
順
に
す
る
の
に
対
し
、
通
行
本
各
本
そ
し
て

金
沢
本
の
「
摺
本
」
校
語
が
「
芙
蓉
…
、
對
此
…
」
の
順
に
作
っ
て
い
る
。
詩
句
の
順
序
が
逆
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
説
で
は
、

金
沢
本
原
抄
を
貴
重
と
す
る
観
点
か
ら
「
對
此
…
、
芙
蓉
…
」
句
を
是
と
す
る
研
究
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
昨
年
発
見
さ
れ
た
尊

円
本
で
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
尊
円
本
の
文
字
は
他
の
日
本
旧
鈔
本
と
は
異
な
り
、
却
っ
て
中
国
の
一

般
的
な
通
行
本
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
こ
の
尊
円
本
と
は
、
十
四
世
紀
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
来
歴
は
古
く
、
あ
る
い
は
金
沢
本
よ
り
も
古
い
可
能

性
が
あ
る
（
後
述
）。
そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
尊
円
本
本
文
に
依
拠
し
、
従
来
の
校
勘
研
究
（「
對
比
…
、
芙
蓉
…
」）
を
改
め
、
再
び
中
国

の
通
行
本
（「
芙
蓉
…
、
對
此
…
」）
を
支
持
す
る
。
長
恨
歌
の
本
文
は
、
尊
円
本
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
に
金
沢
本
を
中
心
と
す

る
第
一
の
系
統
（
旧
鈔
本
金
沢
本
系
統
）
と
中
国
南
宋
刊
本
に
始
ま
る
第
二
の
系
統
（
刊
本
系
統
）
と
に
伍
し
て
、
新
た
な
〝
第
三
の

系
統
〞
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
い
の
で
あ
る
（
本
稿
で
は
仮
に
尊
円
本
系
統
と
す
る
）。
本
文
異
同
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
諸
本
の
デ
ー
タ
を
た
だ
漫
然
と
羅
列
す
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
角
度
か
ら
そ
の
異
同
を
幾
つ
か
の
系
統
に
分
類
し
て

ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
以
下
（
Ｆ
）
〜
（
Ｈ
）
の
三
例
も
、
こ
の
三
分
類
に
従
っ
て
考
え
た
い
と
思
う
。

（
Ｆ
）「
春
風
桃
李
花
開
日
、
秋
露
梧
桐
葉
落
時（

（（
（

。」

　

通
行
本
で
は
「
花
開
夜
」
そ
し
て
「
秋
雨
梧
桐
…
」
と
な
る
部
分
で
あ
る
、
ま
ず
上
句
は
金
沢
本
、
管
見
抄
そ
し
て
尊
円
本
と
も
に

「
花
開
日
」
に
作
る
。
ま
た
文
苑
英
華
本
も
「
花
開
日
」
に
作
り
、
こ
れ
ま
で
の
方
式
に
則
っ
て
「
日
」
字
を
旧
鈔
本
系
統
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
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難
題
は
下
句
の
「
秋
露
」
で
あ
る
。
金
沢
本
、
管
見
抄
そ
し
て
文
苑
英
華
本
は
と
も
に
「
秋
雨
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
校
勘
研
究

で
「
秋
露
」
を
支
持
す
る
意
見
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
は
他
に
「
秋
露
」
に
作
る
本
文
が
残
っ
て
い
る
。
藤
原
公
任
『
和
漢

朗
詠
集
』
で
あ
る
。
朗
詠
集
で
は
宮
内
庁
所
蔵
の
粘
葉
本
を
筆
頭
に
諸
本
み
な
「
秋
露
」
に
作
る
が（

（（
（

、
こ
れ
は
公
任
の
誤
認
で
は
な
く
、

正
し
く
当
時
（
十
一
世
紀
の
日
本
）「
秋
露
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
こ
と
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
元
の
白
樸
（
一
二
二
六
〜
？
）『
梧
桐
雨
（
唐
明
皇
秋
夜
梧
桐
雨
雑
劇
）』
を
知
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、「
秋
雨
」
の
文
字
の

印
象
は
強
い
。
し
か
し
「
秋
露
」
も
、
夜
の
雨
滴
を
表
現
す
る
こ
と
で
は
同
断
で
あ
り
、
情
景
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
懸
け
離
れ
た
文
字
で

は
な
い
。
現
に
『
文
選
』
巻
十
六
所
収
、
江
淹
「
別
賦
」
の
、
佳
人
と
の
離
別
を
悲
し
む
章
段
に
「
秋
露
如
珠
（
秋
露
は
珠
の
如
し
）」

と
あ
る
。
長
恨
歌
に
お
い
て
も
当
初
「
秋
露
」
に
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
Ｇ
）「
天
旋
地
轉
迴
龍
馭
、
到
此
躊
躇
不
能
去（

（（
（

。」

　

通
行
本
を
は
じ
め
一
般
に
「
天
旋
日
転
…
」
と
す
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
も
「
日
転
」
に
作
る
の
は
南
宋
紹
興
刊
本
の
ほ
か
、
日
本

の
那
波
本
、
そ
し
て
金
沢
本
、
管
見
抄
も
「
日
転
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
大
変
面
白
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
実
は
、
そ
れ
ら

よ
り
も
遥
か
に
後
出
の
テ
キ
ス
ト
の
筈
の
明
代
「
馬
元
調
刊
本
」
や
明
刊
『
文
苑
英
華
』
本
（
た
だ
し
明
鈔
本
は
「
日
転
」）、
そ
し
て
同
じ

く
明
の
胡
震
亨
『
唐
音
統
籤
』
の
本
文
が
「
地
転
」
に
作
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
旧
鈔
本
の
中
で
は
唯
一
尊
円
本
が
「
地
転
」
に

作
っ
て
い
る
。

　

時
代
の
順
序
か
ら
考
え
て
も
、
十
四
世
紀
の
尊
円
本
が
馬
元
調
本
や
胡
震
亨
の
基
づ
い
た
刊
本
に
従
っ
て
文
字
を
改
め
る
こ
と
は
無

く
、
ま
た
地
理
的
条
件
か
ら
も
日
本
の
旧
鈔
本
が
明
刊
本
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
お
そ
ら
く
金
沢
本
や
紹
興
本
と
は

系
統
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
が
尊
円
本
の
原
本
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
明
代
の
中
国
に
も
僅
か
に
伝
わ
っ
て
い
て
、
偶
然
に
も
こ
の
明
代

の
諸
刊
本
に
掬
せ
ら
れ
て
残
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
尊
円
本
の
発
見
は
、
長
恨
歌
本
文
の
伝
承
に
関
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
し
い
見
方
を
我
々
に
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
Ｈ
）「
金
屋
粧
成
嬌
待
夜
、
玉
樓
宴
罷
醉
和
春（

（（
（

。」
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こ
の
異
同
で
は
、
い
よ
い
よ
尊
円
本
の
基
づ
い
た
本
文
が
い
っ
た
何
時
頃
ま
で
遡
源
で
き
る
の
か
を
考
え
た
い
。

　

当
該
句
は
周
知
の
通
り
通
行
本
で
は
「
…
嬌
侍
夜
」
に
作
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
異
同
は
刊
本
系
統
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
管

見
抄
が
「
待
」
に
作
る
が
、
金
沢
本
で
は
原
抄
の
本
文
を
「
侍
」
に
作
り
、
そ
の
左
脇
前
に
「
待
イ
（
異
本
の
イ
）」
と
注
記
す
る
。
金
沢

本
の
校
記
の
場
合
、
先
に
（
Ａ
）「
深
閨
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
異
本
の
出
典
は
「
摺
本
」
で
あ
り
、
し
か
も
右
脇
に
付
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
が
「
③
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）」
時
の
校
合
だ
ろ
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
場
合
の
左
傍
注

「
待
イ
」
は
、（
Ａ
）
の
校
勘
時
と
は
別
の
も
の
と
な
る
。
思
う
に
こ
の
異
本
は
、
金
沢
本
巻
十
二
奥
書
に
い
う
「
④
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）

傳
下
貴
所
御
本
」
の
校
合
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
十
三
世
紀
に
漸
く
公
開
さ
れ
た
天
皇
家
秘
蔵
の
稀
覯
本
だ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
尊
円
本
」
の
筆
写
者
尊
円
親
王
（
一
二
九
八
〜
一
三
五
六
）
は
、
日
本
第
九
十
二
代
の
伏
見
天
皇
（
一
二
六
五
〜
一
三
一
七
）
の
第
六
皇

子
、
幼
く
し
て
出
家
し
「
法
親
王
（
天
台
座
主
）」
と
し
て
日
本
の
宗
教
界
を
領
導
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
仏
教
界
の
み
な
ら

ず
、
書
道
に
も
卓
越
し
た
才
能
を
発
揮
し
、
そ
の
墨
跡
は
「
尊
円
流
（
御
家
流
）」
と
称
さ
れ
て
江
戸
時
代
ま
で
〝
書
聖
〞
と
し
て
尊
崇

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
今
回
発
見
の
「
尊
円
本
長
恨
歌
」
は
、
お
そ
ら
く
天
皇
家
秘
蔵
の
『
白
氏
文
集
』
を
底
本
と
し
て
書
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
年
代
は
一
挙
に
平
安
時
代
（
十
〜
十
一
世
紀
）
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る（

（（
（

。
ま
さ
に
第
一
級
の
古
本
長
恨
歌
で
あ

る
。
こ
の
「
嬌
待
夜
」
と
い
う
文
字
異
同
は
、
従
来
殆
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
が
、
こ
の
尊
円
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
一
躍

そ
の
信
憑
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

ち
な
み
に
筆
者
は
「
待
」
こ
そ
が
正
し
い
本
文
だ
と
考
え
る
。
長
恨
歌
に
は
そ
の
少
し
前
段
に
「
侍
児

8

8

扶
起
嬌
無
力
」
や
「
承
歓
侍8

宴8

（
旧
鈔
本
系
統
作
侍
寝

8

8

）
無
間
暇
」
な
ど
、「
侍
」
字
が
頻
出
す
る
。
ま
た
こ
の
「
金
屋
…
、
玉
楼
…
」
の
一
聯
は
上
句
を
「
待
夜

（
夜
を
待
つ
）」
と
す
る
こ
と
で
宴
席
に
出
る
直
前
の
楊
貴
妃
を
指
し
、
下
句
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
宴
が
果
て
て
〝
和
春
〞
す
る

酔
妃
の
姿
と
正
し
く
一
対
の
屏
風
絵
の
よ
う
に
呼
応
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
尊
円
本
長
恨
歌
は
、
従
来
の
解
釈
に
も
幾
つ
か
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
極
め
て
重
要
な
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ

る
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
日
本
に
は
そ
の
存
在
が
十
分
確
認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
漢
籍
が
ま
だ
ま
だ
数
多
く
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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四
、『
白
氏
文
集
』
と
日
本
の
伝
統
文
化

　

尊
円
親
王
は
何
故
こ
の
よ
う
な
皇
室
秘
蔵
の
『
白
氏
文
集
』
を
抄
録
し
た
の
だ
ろ
う
か
（
彼
に
は
他
に
も
『
琵
琶
引
』
な
ど
多
く
の

墨
跡
が
残
っ
て
い
る
）。
そ
れ
は
、『
白
氏
文
集
』
の
旧
鈔
本
を
所
持
し
、
そ
れ
を
書
き
写
し
て
公
開
す
る
こ
と
が
、
自
ら
の
天
皇
家
と

し
て
の
王
統
の
正
し
さ
を
〝
文
化
的
〞
に
立
証
す
る
こ
と
に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　

十
四
世
紀
中
葉
、
日
本
の
政
治
主
権
が
「
鎌
倉
幕
府
」（
北
条
氏
）
か
ら
「
室
町
幕
府
」（
足
利
氏
）
に
変
革
し
た
頃
、
天
皇
家
の
内

部
も
、
二
つ
の
血
統
に
分
裂
し
て
対
立
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
日
本
の
南
北
朝
時
代
で
あ
る
。
そ
の
一
方
の
京
都
朝
廷
側
（
北
朝
・
持

明
院
統
）
に
連
な
る
尊
円
親
王
は
、
こ
の
皇
室
の
秘
籍
『
白
氏
文
集
』
を
書
き
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
王
権
の
正
統
性
を
主
張
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
中
国
文
学
研
究
に
お
い
て
、
中
国
に
は
見
ら
れ
な
い
大
変
不
思
議
な
現
象
が
「
白
居
易
研
究
」
で
あ
る
。
そ
の

専
門
学
術
誌
『
白
居
易
研
究
年
報
』
も
既
に
第
十
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
る
筆
者
は
中
国
の
研
究
者
か
ら
「
杜
甫

研
究
年
報
」
や
「
李
白
研
究
年
報
」
で
は
な
く
、
何
故
「
白
居
易
」
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
よ
く
質
問
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
答
え
は
明
白
で
あ
る
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
、
特
に
そ
の
文
化
の
基
礎
的
な
部
分
は
、
京
都
に
都
を
置
い
た
平
安
時
代
に
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
も

頂
点
と
な
る
時
期
が
、
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』（
一
〇
〇
八
年
以
前
成
立
）
の
頃
で
あ
る
。
以
後
、
日
本
の
文
化
は
、
も
ち
ろ
ん
様
々
な
方

面
に
展
開
し
て
ゆ
く
も
の
の
、
し
か
し
、
常
に
そ
の
回
帰
す
る
源
点
は
、
こ
の
十
一
世
紀
初
頭
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
時
、
中
国
お

よ
び
朝
鮮
半
島
を
も
含
む
東
ア
ジ
ア
一
帯
で
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
文
学
こ
そ
が
白
居
易
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
北
宋
の
一
大
勅
撰

詞
華
集
『
文
苑
英
華
』
一
千
巻
（
編
纂
九
八
二
〜
九
八
六
）
に
他
を
圧
す
る
数
で
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
『
白
氏
文
集
』
で
あ
る

（
七
〇
〇
余
首
）。
日
本
の
伝
統
文
化
を
考
え
る
に
お
い
て
、
最
も
そ
の
淵
源
と
な
っ
た
も
の
の
一
つ
が
、
李
白
で
も
、
杜
甫
で
も
な
く
、

白
居
易
だ
と
い
う
の
は
、
既
に
こ
の
頃
に
定
着
し
て
い
た
考
え
方
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
旧
鈔
本
『
白
氏
文
集
』
は
、
日
本
人
、
さ
ら

に
は
そ
の
皇
室
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
大
切
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
古
典
籍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
は
そ

の
よ
う
な
緊
張
感
は
全
く
存
在
し
な
い
。
故
に
、
以
後
中
国
で
出
版
さ
れ
る
『
白
氏
文
集
』
と
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
『
白
氏
文
集
』
と
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は
、
そ
の
伝
承
さ
れ
る
本
文
に
も
お
の
づ
か
ら
差
異
が
生
じ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
日
本
旧
鈔
本
を
用
い
て
の
白
詩
本
文
の
校
勘
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
た
い
。
通
行
本
『
白
居
易
集
』
で
は
巻
24
、
前
集
後
集
本

『
白
氏
文
集
』
で
は
巻
54
所
収
の
次
の
詩
で
あ
る
（
花
房
氏
作
品
番
号
二
四
六
九
）。

　
　
　

城
上
夜
宴　
　
　
　
　
　

城
上
の
夜
宴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
居
易

　
　

留
春
不
住
登
城
望　
　

春
を
留
め
て
住と
ど

ま
ら
ず　

城
（
城
楼
）
に
登
り
て
望
む
、

　
　

惜
夜
相
將
秉
燭
遊　
　

夜
を
惜
し
み　

相
将と
も

に　

燭
を
秉と

り
て
遊
ば
ん
。

　
　

風
月
萬
家
河
兩
岸　
　

風
月　

万
家　

河
の
両
岸
、

　
　

笙
歌
一
曲
郡
西
樓　
　

笙
歌　

一
曲　

郡
の
西
楼
。

　
　

詩
聽
越
客
吟
何
苦　
　

詩
に
越
客
を
聴
け
ば　

吟
ず
る
こ
ゑ
何
ぞ
苦ね
ん
ごろ
な
り

　
　

酒
被
呉
娃
勸
不
休　
　

酒
は
呉
娃あ

（
の
お
酌
）
に
被よ

り
て　

勧す
す

め
て
休や

ま
ず
。

　
　

從
道
人
生
都
是
夢　
　

従た

道と

ひ　

人
生
都す
べ

て
是
れ
夢
な
る
も
、

　
　

夢
中
歡
笑
亦
勝
愁＊　
　

夢
中
の
歓
笑　

亦
た
愁
ふ
る
に
勝た

へ
た
り
。

　

詩
歌
本
文
に
特
に
著
し
い
異
同
は
無
い
。
し
か
し
日
本
旧
鈔
本
の
う
ち
金
沢
本
、
管
見
抄
、
ま
た
奈
良
東
大
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
鎌
倉

時
代
の
抄
本
「
要
文
抄
」
に
は
、
こ
の
詩
の
末
尾
（
＊
部
分
）
に
「
歡
者
所
云
（
歓
者
の
云
ふ
所
な
り
）」
と
の
四
文
字
の
自
注
が
残
さ

れ
て
い
る
。〝
人
生
は
み
な
夢
、
し
か
し
夢
の
中
で
の
歎
笑
も
ま
た
愁か
な

し
〞
と
は
、
と
き
に
蘇
州
刺
史
で
あ
っ
た
白
楽
天
自
身
の
感
想
で

は
な
く
、
宴
席
に
侍
る
一
人
の
妓
女
（
歓
者
・
呉
娃
）
が
ふ
と
彼
に
漏
ら
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
自
注
の
存
在
に
よ
っ
て

判
明
す
る
。
日
本
の
旧
鈔
本
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
老
嫗
解
詩（

（（
（

」
の
詩
人
白
楽
天
の
真
面
目
が
こ
こ
に
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
二
〇
一
〇
年
三
月
、
復
旦
大
学
で
の
講
演
原
稿
「
日
本
旧
鈔
本
《
白
氏
文
集
》
校
勘
方
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
招
聘
い

た
だ
い
た
復
旦
大
学
中
文
系
の
祝
克
懿
教
授
、
陳
引
馳
教
授
、
ま
た
同
古
籍
研
究
所
の
陳
正
宏
教
授
に
改
め
て
こ
こ
に
鳴
謝
し
た
い
。
ま
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た
、
架
蔵
の
尊
円
本
長
恨
歌
は
、
全
文
の
写
真
を
影
印
出
版
す
る
予
定
だ
が
、
今
は
九
州
大
学
中
国
文
学
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
暫

時
掲
載
中
で
あ
る
。

注

（
１
）  

四
部
叢
刊
初
編
所
収
。
ま
た
平
岡
武
夫
・
今
井
清
編
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
全
三
冊
、
一
九
八
九
年
、
同
朋
舎
出
版
）
下
巻
に
も
詩
集

部
分
の
み
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）  

顧
学
頡
『
白
居
易
集
』（
全
四
冊
、
一
九
七
九
年
、
中
華
書
局
）、
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』（
全
六
冊
、
一
九
八
八
年
、
上
海
古
籍
出
版

社
）、
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
全
六
冊
、
二
〇
〇
六
年
、
中
華
書
局
）
の
三
種
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
三
本
が
依
拠
し
た
南
宋
紹
興
年
間
の

無
名
氏
刊
本
、
明
の
馬
元
調
刊
本
等
の
本
文
を
一
括
し
て
、
本
稿
で
は
「
通
行
本
」
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
３
）  

市
販
さ
れ
て
い
る
写
真
版
は
以
下
の
通
り
。
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
『
文
選
・
趙
志
集
・
白
氏
文
集
』（
一
九
八
〇
年
、
八
木
書

店
）、
川
瀬
一
馬
監
修
『
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
』（
全
四
冊
、
一
九
八
三
〜
八
四
年
、
勉
誠
社
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
文

学
篇
第
二
十
一
巻
『
漢
詩
文
』（
二
〇
〇
一
年
、
臨
川
書
店
）。

（
４
）  

太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』（
一
九
八
二
年
、
勉
誠
社
）
参
照
。

（
５
）  

静
永
『
漢
籍
伝
来
│
白
楽
天
の
詩
歌
と
日
本
』（
二
〇
一
〇
年
、
勉
誠
出
版
）
所
収
「
平
安
文
人
た
ち
と
『
白
氏
文
集
』」
参
照
。

（
６
）  

「
翁
は
云
ふ 

貫
は
新
豊
県
に
属
し
、
生
ま
れ
て
聖
代
に
逢
ひ
征
戦
無
し
。
唯
だ
驪
宮
の
歌
吹
の
声
を
聴
き
、
旗
槍
と
弓
箭
と
を
識
ら
ず
。」

（
７
）  

中
華
書
局
上
海
編
輯
所
編
輯
『
白
氏
諷
諫
』（
一
九
五
八
年
、
中
華
書
局
）
の
影
印
を
参
照
。

（
８
）  

太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』（
全
三
冊
、一
九
九
七
年
、
勉
誠
社
）
中
巻
「
敦
煌
本
に
関
す
る
研
究
」
を
参
照
。

（
９
）  

「
弓
を
張
り 

旗
を
簸あ

ぐ
こ
と
倶
に
堪
へ
ず
、
茲こ

れ

よ
り
始
め
て
雲
南
に
征
く
を
免
か
る
。
且し

ば
らく
揀え

ら

び
退
け
ら
れ
て
郷
土
に
帰
る
を
図は

か

る
も
、

骨
砕く

だ

け
筋
傷や

ぶ

る
る
こ
と
苦
し
ま
ざ
る
に
非
ず
。」

（
10
）  

『
長
恨
歌
』
の
校
勘
作
業
の
先
例
と
し
て
、
平
岡
武
夫
・
今
井
清
『
白
氏
文
集
巻
三
〜
巻
十
七
』（
一
九
七
一
年
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
）、
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』（
一
九
八
一
年
、
明
治
書
院
）、
そ
し
て
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
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究
』（
注
８
既
出
）
中
巻
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
本
文
」
を
参
照
。

（
11
）  

「
楊
家
に
女む

す
め

有
り 

初
め
て
長
成
す
、
養
は
れ
て
深
窓
に
在
り 

人
未
だ
識
ら
ず
。」

（
12
）  
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
、
二
〇
〇
一
年
）
に
は
「
深
閨
」「
深
窓
」
と
も
に
用
例
が
見
え
る
が
、「
深
閨
」
は
十
七
世
紀
初

頭
の
『
日
葡
辞
書
』
と
十
七
世
紀
後
半
の
『
評
判
記
・
色
道
大
鏡
』
の
ほ
か
は
明
治
以
降
の
用
例
、
一
方
「
深
窓
」
は
九
世
紀
『
経
国
集
』

の
小
野
年
永
の
漢
詩
の
用
例
を
筆
頭
に
、
十
四
世
紀
後
半
『
太
平
記
』「
養
は
れ
て
深
窓
に
在
り
し
時
よ
り
…
」（
巻
十
五
・
賀
茂
神
主
改

補
事
）、
十
九
世
紀
初
頭
『
読
本
・
椿
説
弓
張
月
』「
深
窓
に
養
は
れ
て
、
い
ま
だ
君
が
武
勇
を
し
ら
ず
」（
前
篇
第
五
回
）
の
用
例
が
抽
出

さ
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
お
よ
び
馬
琴
『
弓
張
月
』
の
用
例
は
ま
さ
し
く
当
時
、
旧
鈔
本
系
統
の
長
恨
歌
本
文
が
一
般
に
滲
透
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
13
）  

静
永
『
漢
籍
伝
来
』（
注
５
既
出
）
所
収
「
十
三
世
紀
の
『
白
氏
文
集
』」
参
照
。

（
14
）  

「
夕
殿
に
蛍ほ

た
る
飛
ん
で
思
ひ
悄
然
、
秋
灯
挑か

か

げ
尽
く
し
て
未
だ
眠
る
能
は
ず
。
遅
々
た
る
鐘
漏 

初
め
て
長
き
夜
、
耿
々
た
る
星
河 

曙あ

け
ん

と
欲
す
る
天
。」

（
15
）  

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
伝
藤
原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
八
）
筆
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』
を
参
照
。

（
16
）  

「
鴛
鴦
の
瓦
冷ひ

や

や
か
に 

霜
花
重し

げ

し
、
旧ふ

る

き
枕 
故ふ

る

き
衾ふ

す
ま
誰
と
与と

共も

に
か
。」

（
17
）  

更
に
明
末
に
編
纂
さ
れ
た
唐
詩
選
集
の
一
本
唐
汝
詢
撰
『
唐
詩
解
』
も
「
旧
枕
故
衾
」
に
作
る
。
神
鷹
徳
治
「『
源
氏
物
語
』
と
『
唐
詩

解
』」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
一
六
号
〈
漢
籍
と
日
本
人
Ⅱ
〉、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
勉
誠
出
版
）
を
参
照
。

（
18
）  

「
行あ

ん
ぐ
う宮
に
月
を
見
れ
ば
心
傷い

た

ま
し
む
る
色
あ
り
、
夜
雨
に
猿ま

し
らを

聞
け
ば
腸
断た

つ
る
の
声
あ
り
。」

（
19
）  

南
宋
の
王
灼
『
碧
雞
漫
志
』
巻
五
に
詞
牌
「
雨
淋
（
霖
）
鈴
」
の
原
拠
と
し
て
「
明
皇
雑
録
」
お
よ
び
「
楊
妃
外
伝
」
か
ら
の
一
文
が

引
用
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
「
帝 

蜀
に
幸
し
、
初
め
て
斜
谷
に
入
る
。
霖
雨
弥
旬
、
桟
道
中
に
鈴
虫
を
聞
く
。
帝
方ま

さ

に
貴
妃
を
悼
念
し
、
其

の
声
を
採
り
て
雨
淋
鈴
曲
を
為つ

く

り
て
以
て
恨
み
を
寄
す
…
…
」
と
。

（
20
）  

神
鷹
徳
治
解
説
『
狩
野
山
雪
画　

長
恨
歌
画
巻 T

he C
hester B

eatty L
ibrary

』（
二
〇
〇
六
年
、
勉
誠
出
版
）
を
参
照
。

（
21
）  

石
川
忠
久
『
陶
淵
明
と
そ
の
時
代
』（
一
九
九
四
年
、
研
文
出
版
）
所
収
「「
見
南
山
」
と
「
望
南
山
」」
を
参
照
。

（
22
）  

「
芙
蓉
は
面
の
如
く 

柳
は
眉
の
如
し
、
此
れ
に
対
し
て
如い

か
ん何
ぞ
涙
垂
れ
ざ
ら
ん
。」
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（
23
）  

「
春
風　

桃
李　

花
開
く
日
、
秋
露　

梧
桐　

葉
落
つ
る
時
。」

（
24
）  

堀
部
正
二
・
片
桐
洋
一
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』（
一
九
八
一
年
、
大
学
堂
書
店
）
を
参
照
。

（
25
）  
「
秋
露
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
尊
円
本
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
ほ
か
、
太
田
次
男
氏
の
校
勘
（
注
10
既
出
）
に
拠
れ
ば
、「
長
恨
歌
」
単

篇
の
旧
鈔
本
で
あ
る
正
安
本
・
神
田
氏
正
安
本
・
文
和
本
・
斯
道
文
庫
本
・
陽
明
墨
跡
本
の
五
本
が
存
在
す
る
。

（
26
）  

「
天
旋め

ぐ

り
地
転
じ
て
龍
馭
を
迴か

へ

し
、
此こ

こ

に
到
り
て
躊
躇
し
て
去
る
能あ

た

は
ず
。」

（
27
）  

「
金
屋
に
粧よ

そ
ほひ

成
り
て 

嬌
と
し
て
夜
を
待
ち
、
玉
楼
に
宴
罷や

み
て 

酔
ひ
て
春
に
和
す
。」

（
28
）  

尊
円
親
王
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
緑
苔
『
入
木
抄
の
研
究
』（
一
九
六
五
年
、
中
部
日
本
新
聞
社
）、
安
藤
隆
弘
『
入
木
抄
』（
一
九
八
一
年
、
日

本
習
字
普
及
協
会
）、
日
本
名
跡
叢
刊
『
南
北
朝
│
尊
円
親
王　

三
体
要
略
字
類
抄
』（
神
崎
充
晴
解
説
、
一
九
八
四
年
、
二
玄
社
）、
神
崎

充
晴
「
尊
円
親
王
筆
「
琵
琶
引
」」（『
水
茎
』
第
九
号
、
一
九
九
〇
年
、
古
筆
学
研
究
所
）、
神
鷹
徳
治
・
山
口
謡
司
「
資
料
紹
介
：
法
帖
尊
円

親
王
「
長
恨
歌
」（
旧
鈔
本
系
本
文
）
影
印
・
翻
字
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
、
勉
誠
出
版
）
を
参
照
。

（
29
）  

本
稿
が
考
察
す
る
尊
円
本
が
正
し
く
尊
円
親
王
の
真
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
議
論
の
餘
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
尊
円
本
は
、
も
と
は
一
幅
の
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
は
お
よ
そ
毎
幅
一
〇
㎝
間
隔
で
切
断
し
て
二
十
一
枚
の
短
冊

と
し
、
折
本
に
貼
り
付
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
表
紙
中
央
に
「
尊
圓
親
王
御
真
跡
」
と
の
紙
題
簽
が
貼
ら
れ
、
更
に
外
函
を

作
っ
て
、
蓋
に
直
接
「
青
蓮
院
宮
／
尊
圓
法
親
王　

御
真
蹟
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
筆
者
は
本
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
通
り
、
本
文
の
字

句
異
同
の
系
統
が
正
し
く
金
沢
本
等
と
は
別
系
統
に
属
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
本
墨
跡
を
尊
円
親
王
の
真
跡
で
あ
る
と
判
断
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
30
）  

宋
・
釈
恵
洪
『
冷
斎
夜
話
』
巻
一
に
見
え
る
故
事
。
曰
く
「
白
楽
天　

詩
を
作
る
毎
に
一
老
嫗
に
之
れ
を
解
せ
し
む
。
問
ひ
て
曰
く
『
解

す
る
や
否
や
』
と
。
嫗
『
解
す
』
と
曰
は
ば
則
ち
之
れ
を
録
し
、
解
せ
ざ
れ
ば
則
ち
之
れ
を
易
ふ
…
…
」
と
。
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